
人子どもたちに米の大切さを教える情熱人 鈴木栄次さん（39）・北新町
すずき えいじ

「
米
１
粒
か
ら
５
０
０
粒
ぐ
ら
い
の

米
が
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
『
も
っ

た
い
な
い
』と
い
う
感
覚
を
、身
を
も
っ

て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
２
０
１
２

年
か
ら
相
野
山
小
近
く
に
あ
る
広
さ

５
０
０
平
方
㍍
の
水
田
を
「
学
年
田
」

と
し
て
提
供
し
、
毎
年
３
年
生
児
童

に
稲
作
を
教
え
て
い
る
。
水
田
の
半
分

で
、
児
童
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
手
植
え

の
農
業
を
体
験
し
た
後
、
残
り
の
半

分
で
、
自
ら
が
農
機
具
を
使
っ
て
現
代

農
業
の
や
り
方
を
見
せ
る
。
２
つ
を
比

べ
る
こ
と
で
、
苦
労
も
理
解
で
き
る
。

５
月
の
田
植
え
で
、
児
童
た
ち
は
一

列
に
並
び
、
種
も
み
か
ら
発
芽
し
た

１
株
３
、
４
本
の
苗
を
丁
寧
に
植
え

る
。「
み
ん
な
が
植
え
た
そ
の
１
株
が

20
本
前
後
に
株
分
か
れ
し
て
、
１
本

に
１
０
０
粒
の
米
が
つ
き
２
千
粒
に

増
え
ま
す
。
こ
の
量
が
お
茶
碗
一
杯
分

の
ご
飯
に
な
る
な
ん
だ
よ
」

児
童
た
ち
は
９
月
、
鎌
で
稲
を
刈

り
取
る
と
、実
際
に
米
粒
を
数
え
、「
本

当
に
あ
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
昨

秋
収
穫
し
た
米
は
、
ポ
ン
菓
子
に
し

て
味
わ
っ
た
。

普
段
は
消
防
署
に
勤
務
し
、
夫
婦

で
男
の
子
３
人
を
育
て
る
。
休
日
を

利
用
し
て
、
農
業
に
汗
を
流
し
、
地

域
の
行
事
の
手
伝
い
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消

防
団
、
民
俗
芸
能
保
存
な
ど
の
活
動

に
も
精
を
出
す
。
昨
年
５
月
に
は
、

市
内
の
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
に
協

力
し
、
自
宅
前
の
田
ん
ぼ
で
「
た
ん
ぼ

ラ
グ
ビ
ー
」
を
開
い
た
。
子
ど
も
た
ち

と
愛
知
学
院
大
の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
ら

が
泥
ん
こ
に
な
っ
て
遊
び
、「
日
進
の

名
物
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

学
年
田
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
き
受

け
た
の
は
６
年
前
。「
不
思
議
な
縁
で
、

僕
の
お
や
じ
が
亡
く
な
っ
た
一
年
後
に

担
任
の
先
生
か
ら
頼
ま
れ
た
。
自
分
が

ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
と
き
、
お
や
じ
も

今
と
同
じ
田
ん
ぼ
で
子
ど
も
た
ち
に
田

植
え
を
教
え
て
い
た
。
そ
の
背
中
を
見

て
育
ち
巡
っ
て
来
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

今
月
40
歳
に
な
る
。「
先
祖
や
地
域

が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
、
頭
の
片

隅
に
田
ん
ぼ
で
体
験
し
た
思
い
出
が

残
っ
て
く
れ
れ
ば
満
足
で
す
」
と
、
和

を
大
切
に
し
て
生
き
る
。（
広
）

　県内で9月22日から24日に開かれる知的障害者のスポーツ大会「スペシャルオリンピッ
クス日本夏季ナショナルゲーム・愛知」に向け、主催者の公益財団法人スペシャルオリン
ピックス日本の理事長で、元マラソン選手・有森裕子さんが12日、PRに訪れました。
　競泳では愛知学院大が会場となり、有森さんは「大学の協力は心強い。地域の障
害者の方にも競技を知っていただき、発見にもつながればうれしいです」と笑顔で話し
ました。

スペシャルオリンピックス 有森裕子さんがPR

　東京都の野球殿堂博物館で今年1月に発表された野球殿堂入りで、アマ球界が対
象の特別表彰に選出された中京商（現中京大中京高）の元監督、故・瀧正男氏（享年
90）＝藤塚＝の長男・克己さん（68）が13日、訪問しました。
　克己さんは通知書を披露し、「父が亡くなって6年になるが、殿堂入りを知った皆さ
んから祝福を受け、父の話をいろいろ聞けた。お世話になった皆さんにお礼を伝えら
れてよかった」と話しました。

野球殿堂入り瀧正男氏 長男克己さんが感謝

　男子アイスホッケーの20歳以下日本代表で、米国に単身留学する安田桂太朗さん
（17）が12日、母校の香久山小を訪れ、校訓「夢を拓く」をテーマに話しました。3～6
年生の児童約560人が参加。北米アイスホッケーリーグ（NHL）での活躍を目指す安
田さんは4年生の頃描いた「人生計画書」に触れ、「小さな目標をクリアすれば夢に近
づける。失敗を恐れず努力して」と訴えました。美容師になりたいという松本蘭香さん
（6年）は「あきらめずに頑張りたい」と話しました。

アイスホッケーU20代表 安田さんが香久山小訪問

防犯かわら版

見
守
り
の
輪 

隅
々
ま
で

悪質はがき送付に注意 絶対に電話しないで

パトロールに出発するメンバーたち＝本郷公民館前で

「
お
は
よ
う
。
ち
ょ
っ
と
は
あ
っ

た
か
く
な
っ
た
ね
」。
寒
さ
が
薄
ら

ぎ
雲
一
つ
な
い
休
日
の
朝
。
本
郷

公
民
館
に
集
合
し
た
ベ
ス
ト
姿
の

メ
ン
バ
ー
10
人
が
、
い
つ
も
ど
お

り
二
手
に
分
か
れ
て
巡
回
活
動
に

繰
り
出
し
た
。

狭
い
道
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

街
並
み
は
変
わ
ら
ず
、
古
い
蔵
の

あ
る
家
が
あ
れ
ば
新
し
い
家
も
並

ぶ
。
住
民
同
士
が
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
足
が
不
自
由
な
人
が
い
た
ら
、

ご
み
袋
を
運
ぶ
の
を
手
伝
う
。
住

民
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の

日
常
だ
が
、
昔
な
が
ら
の
人
付
き

合
い
と
、
息
づ
く
情
緒
は
本
郷
区

な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
光
景
だ
。

ほ
ん
ご
う
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
会
は
、
２
０
１
３
年
２
月
に
発
足

し
た
。
民
家
で
不
審
火
が
発
生
し
、

「
近
所
で
起
き
た
こ
と
も
知
ら
な
い

で
は
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
地
域
を

守
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
代
表
の
福

岡
康
雄
さ
ん
（
69
）
は
話
す
。
活
動

は
週
２
回
。
日
進
中
学
校
前
の
旧

道
を
軸
に
、
東
南
・
西
南
・
北
東
・

西
北
・
白
山
の
５
地
区
を
巡
回
し
、

下
校
児
童
も
見
守
る
。
青
パ
ト
隊

も
出
動
す
る
が
、
移
動
は
も
っ
ぱ
ら

歩
き
。
道
路
の
危
険
箇
所
や
公
園

の
遊
具
に
も
目
を
配
り
、
異
常
を
見

逃
さ
な
い
。

登
録
メ
ン
バ
ー
19
人
の
う
ち
、

毎
回
半
数
が
参
加
す
る
。
町
内
約

２
8
０
世
帯
の
住
民
へ
の
安
全
意
識

の
啓
発
に
と
、
中
で
も
月
１
回
の
広

報
発
行
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
紙
面

を
組
む
小
塚
浩
二
さ
ん（
63
）は
、「
毎

回
ネ
タ
を
変
え
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ

と
を
４
コ
マ
風
に
取
り
上
げ
て
い

る
」
と
工
夫
を
凝
ら
す
。

町
内
に
は
同
会
が
防
犯
用
に
作

成
し
た
の
ぼ
り
旗
が
15
カ
所
に
掲

げ
ら
れ
、
民
家
の
郵
便
受
け
に
は

「
あ
い
さ
つ
運
動
展
開
中
」の
ス
テ
ッ

カ
ー
も
貼
ら
れ
て
い
る
。
巡
回
中
、

不
審
な
車
両
や
人
を
見
か
け
る
こ

と
も
あ
り
、
小
塚
修
さ
ん
（
69
）
は

「
大
事
な
の
は
声
掛
け
。『
見
せ
る

防
犯
』
で
不
審
者
を
近
づ
け
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
地
域
を

見
守
る
。

地
道
な
活
動
は
、こ
の
日
で
５
４
２

回
目
を
数
え
た
。「
大
き
な
犯
罪
も

な
く
、
特
に
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
が
減
っ
た
」
と
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
高
齢
者
の
見

守
り
を
視
野
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
救
命
講
習
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
福
岡

さ
ん
ら
は
願
う
。「
地
域
の
み
ん
な

が
家
族
だ
と
思
う
。
絆
を
強
め
て

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
れ
る
と
え
え

が
な
あ
」（
広
）

町内を巡回

ほ
ん
ご
う
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
会

第
23
話

「法務省管轄支局」という実在しない機関を装い、訴訟の提起をほのめかす
はがきを送りつける架空請求詐欺手口が県内で激増し、市にも相談が寄せられ
ています。
「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と題名が記され、「連絡がない場合
は給与や不動産を差し押さえられる」とした不安をあおる文面が並んでいます。
「取り下げ最終期日」とともに電話番号が記載されています。身に覚えがないはがき
が届いた場合は無視し、絶対に電話しないでください。 はがきの例（一部画像処理）
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